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本年度の取組（重点目標はゴシック体で記載） 

  
取組目標 成果目標 

自己

評価 

関係者 

評 価 
意見 

ア 

(ｱ)問題行動や心身の不

調、事故等を未然に防ぐ

安心な学校づくり 

○挨拶や礼法が実

践できている生徒 

○相談できる先生

がいる生徒 

◎生徒が相談しや

すい環境作りをした

教員 

○学校生活に満足

している生徒 

◎ＳＮＳに不適切な

書き込みをしない生

徒 

◎ＳＮＳの適切な使

用を指導した教員 

◎自転車による加

害事故がなかった

生徒 

◎常に不祥事根絶

を意識している教員 

Ａ 

Ａ 

 

Ａ 

 

Ａ 

 

Ａ 

 

Ａ 

・昨年度からの継続として、生

徒に対するきめ細かい目配り

が実践されており、教職員が常

に高いモチベーションで教

育・生活指導に取り組まれてい

ると拝察する。特に若年層の

SNSの利用については重要な社

会課題を内包している。その意

味で貴校の SNS使用に関する指

導は大きな成果を挙げており、

意義深く受け止める所である。 

・すべての教員が、生徒が相談し

やすい環境を整備していること

は、生徒たちに安心安全な居場所

を提供するうえでとてもよいこ

とだと思う。中学校の雰囲気も昔

と随分変わったが、高校も変わっ

たのだと感じる。 

・生徒間トラブルや犯罪等にＳＮ

Ｓがかなり絡んでいる。適切な利

用への教育は、学校を安定させる

ためにも必須だと考える。今後も

ご尽力いただきたいと思う。 

・先生がしっかりと生徒に向き合

っている。学校に行くたびに生徒

の挨拶が気持ちいい！ 

 

(ｲ)防災対策や環境整備

等による安心・安全な学

校づくり 

◎荒天や災害時に

自らの命を守ること

を意識して行動しよ

うと心がけている生

徒 

◎危機管理マニュ

アルを確認した教

職員 

○相手を思いやる

言動ができている 

生徒・教職員 

◎自分の心身の状

態を正しく伝えようと

した生徒 

◎朝食を毎日摂る

Ｂ 

Ｂ 

 

Ａ 

 

Ａ 

 

Ａ 

 

Ａ 

・昨今の世情を踏まえ、防災への

意識を生徒指導の中に反映させ

ていくことは非常に重要であり、

その意味でも貴校の取り組みは

評価できる。また、経年の課題で

ある図書館の利用については、旧

来の図書館利用の概念に囚われ

ないユニークな発想が求められ

る。例えばギャラリースペースと

しての利用や生徒間での推し本

情報交換コーナーの設置などが

考えられる。ブックカフェなども

試みられているとのことなので

励行が望まれる。 
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ように心がけている

生徒 

◎生徒の様子や実

態を正しく把握し、

適切な対応を心が

けている教員 

◎定期的な安全点

検を実施した教職

員 

○学習環境が整っ

ていると感じた生徒 

△図書館を利用し

た生徒 

◎ごみの持ち帰りを

行った生徒・教職員 

◎予算を計画的に

正しく執行した教職

員 

・図書館の利用が 58.3％。ネッ

トやＡＩが主流になっている昨

今にあって、この数字はかなり高

いように感じる。ひと昔前まで

は、授業の調べ学習でよく図書室

を利用した。今は、タブレットに

よるネット検索になっている。

様々な文献に目を通して、自分の

考えを構築していくという作業

は、現在の子供たちにとっては時

間がかかりすぎてまどろっこし

いのだろう。 

・江南中では多様性をはぐくむた

め、多言語の簡単な小説を図書室

にそろえた。そのようにしたら、

意外と貸し出しが増えた。 

・マニュアルがしっかりしてい

る。 

イ 
(ｱ)知性を育む基礎学力

の定着 

○自らの基礎学力

が身に付いた生徒 

△生徒の基礎学力

が向上したと感じる

教員 

○自らの思考力が

高まった生徒 

△生徒の思考力が

高まったと感じる教

員 

Ａ 

Ａ 

 

Ａ 

 

Ａ 

 

Ａ 

 

Ａ 

・生徒と教員との間で評価にギャ

ップがあることが若干気にかか

るが、教員サイドが冷静の生徒の

修学効果を見極めていることの

表れと理解する。 

・生徒は身についた気になってい

る、客観視する教員はそう思って

いない、生徒はポジティブ思考な

のか、一瞬でも分かればよいの

か、中学校でも全く同じ現象であ

る。 

 
(ｲ)知性や表現力の向上

につながる授業実践 

○ＩＣＴ等を活用し

て分かる授業が行

われていると感じた

生徒 

◎１日に平均１時間

以上演奏した生徒 

◎４月に比べ美術

の能力が向上した

生徒 

Ａ 

Ａ 

 

Ａ 

 

Ａ 

 

Ｂ 

 

Ａ 

・ＩＣＴの活用は昨今の授業運用

の時流であり基本的には積極的

に取り入れていくことが望まれ

るが、その活用自体が目的となっ

てしまっては本末転倒である。あ

くまで生徒の修学支援効果を冷

静に見極めていくことが必要で

ある。 

・ＩＣＴを授業の中にどのように

活用するか。間違えると思考力が

育たないなどのデメリットの部

分が大きくなると感じている。 

・その点、演奏や美術などは人と

しての豊かさを醸成してくれる

ように思う。 

ウ 

(ｱ)主体性や規律性を身

につける教育活動の実

践 

○学校生活や学校

行事に主体的に取

り組んでいる生徒 

◎欠席・遅刻をなく

すように心がけた生

Ａ 

Ａ 

 

Ａ 

 

Ａ 

・生徒指導において最も重要な事

は登校モチベーションの喚起で

ある。学校に来たくなるような

様々な取り組みが背景にあるよ

うに推察する。 
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徒 

○始業時間や提出

期限を守っている

生徒 

 

Ａ 

 

Ａ 

・欠席と遅刻は少ない方がやっぱ

りよいと思う。中学校の職員を見

ていても、社会の中で働くうえで

欠勤の少ない頑丈さが求められ

ていると思う。 

 

(ｲ)自己指導能力や地域

貢献力を育む教育活動

の実践 

◎自らの行動を自

ら監督しようとした

生徒 

○生徒が自己目標

を設定し、目標達成

のために行動できる

ような工夫をした教

員 

○地域との連携を

目指した活動を通し

て貴重な経験をす

ることができたと感

じた生徒 

Ｂ 

Ｂ 

 

Ａ 

 

Ａ 

 

Ａ 

 

Ａ 

・一般に「授業」という形態は、

ともすると教条的な知識の押し

つけに陥ることが危惧される。求

められているのは自ら考え行動

する人材であり、その延長上で地

域貢献への気づきを促していく

ことと考える。貴校のこの視点へ

の取り組みは着実に成果を上げ

ていると思われる。 

・目標を掲げその達成に向けて挑

戦する姿勢が、やがて人生の志へ

と発展し、自分らしい人生を送る

ことができると思う。教員も夢を

追いかけてほしい。生徒たちに自

らの背中で人としての生き方を

見せてほしい。 

エ 
(ｱ)３年間を通したキャリ

ア教育の実践 

○進路指導に満足

している生徒 

○進路実現に向け

て自ら行動している

生徒 

○進学・就職説明

会が役に立ったと

感じた生徒 

○自らの学習する

意欲が高まった生

徒 

◎生徒の学習意欲

が高まったと感じる

教員 

△自ら学習計画を

立てることができた

生徒 

Ｂ 

Ｂ 

 

Ｂ 

 

Ａ 

 

Ａ 

 

Ａ 

・どのように関心を持たせられる

のか、難しいと思われます。 

・生徒指導において、進路は避け

ることのできないファクターで

あり、受験や就職活動は生徒にと

って人生の岐路としての重要な

局面である。したがってそれに対

しての情報提供はもちろん、生徒

のモチベーションの維持やメン

タルケアに留意する必要がある。

それを踏まえてのこの評価数値

は貴校の先生方の尽力の成果と

考えられる。 

・全体的に８割ＵＰの達成率は素

晴らしいと思う。 

・高校生年代は、自分はどうある

べきかどう生きるべきか悩み続

ける年代だと思う。様々なことを

調べ、多くの人に出会い、他者に

相談をして自分を見つめていく。

この作業がキャリア教育なので

しょう。江之島高校は就職する生

徒も多いので、心を耕すというか

人生観を耕すというか…そのよ

うな機会がたくさんあるとよい

ように思う。 



様式第５号 

 
(ｲ)自己実現を目指す探

究活動の実践 

○よりよい生き方に

ついて考えた生徒 

◎探究活動の目的

を共有した生徒・教

員 

○共生・共育につ

いて理解を深めた

教員 

Ａ 

Ａ 

 

Ａ 

 

Ａ 

 

Ａ 

 

Ａ 

・様々な探究活動の実践が、貴校

が掲げるスクールミッション「多

様性への対応と共通性の確保に

よって共生・共育を推進する」の

体現に繋がるように見受けられ

る。 

 

 

 


